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別表１ 中島廣足と峯静軒の略年譜 岡中正行『中島広足の研究』・峯直之氏蔵峯家文書から多久島澄子作成
寛政３年９月22日 1791 1 佐賀藩有田郷中里村医師道庵の長男として生れる
年月日 西暦
廣足
年齢
中島廣足事項、網掛け部分は岡中氏発表済み
静軒
年齢
峯静軒事項
2月10日二男栄を連れ長崎へ往診、9月27日光鎮が甥市次を
静軒に入門させる
2月15日長崎佐々木氏から往診依頼翌日仲栄を従え出発3
月22日帰宅
5月20日長崎荒木伊助・松本善助診察の為来宿
1月18日長崎楢林媼来宿、10月17日長崎楢林品女来宿
馬田永成と息子2人門人を連れ唐津旅行、10月28日光鎮来
訪11月26日辞去
長崎光鎮宅止宿夜中島廣行来訪、12月4日栄を連れ長崎の
諸隈好足を訪問
4月26日徳久龍助を伴い唐津再訪し第二編を加え夏「唐津
路日記」を完成
長崎荒木昌三から清客沉篤齋往診依頼翌12月27日長崎へ
出発翌年1月26日帰宅
柴田花守来泊、6月21日光鎮の紹介で長崎紺屋町福田吉十
郎を往診
長崎から帰宅後肝臓腫瘍増悪25日床につく
逝去 乗願信士（浄土真宗西本願寺派浄誓寺）
「南遊紀行」西岡仲厚と肥後薩摩旅行84日間
「平戸日記」鶴田仲斌と西岡仲厚と平戸に鯨漁見学
嘉永年中（1848〜1853）、医師として有名となり、伊万里・
有田は勿論大村・佐世保・平戸等から来診者絶えず
中島廣足・藤村光鎮、3月8日から12日まで峯家に宿泊
11月廣足から松蔭の屋の詞を贈られる
有田人中村精一、長崎人小川仲栄が門弟として住み込んで
いる
佐嘉材木町野中氏へ手紙を書く
佐賀藩医花房氏の学僕となる
古賀穀堂に学ぶ
熊本藩国手村井琴山に入門古医方を学ぶ
京都に遊学し洋方も学び阿片硝酸の用法等自得、和歌を千
種有功に音楽を東儀伊勢守に学ぶ
安政５年９月25日
万延元年７月24日
文久元年９月２日
同10月７日
文久３年12月26日
文久４年１月21日
慶応元年６月18日
同７月18日
同９月10日
弘化元年
嘉永元年
嘉永５年閏２月27日
嘉永６年６月５日
嘉永７年３月４日
同７月15日
安政２年４月19日
同10月27日
同11月10日
同12月13日
安政３年７月13日
安政４年閏５月16日
安政４年10月26日
安政５年２月25日
安政５年４月24日
〃
〃
寛政４年３月５日
享和２年
享和３年
文化３年
文化４年
文化５年
文化６年
文化10年
文化12年
文化13年
文政５年
文政10年
天保８年
〃
〃
〃
1856
1857
1858
〃
〃
1860
1861
〃
1863
1864
1865
1808
1809
1813
1815
1816
1822
1827
1837
1844
1848
1852
1853
1854
1854
1855
67
70
72
73
1792
1802
1803
1806
1807
36
53
57
61
62
63
64
65
66
逝去 春峯院朝陽映華居士
1
11
16
17
24
31
三月の滞在の礼状を静軒へ出す
静軒へ手紙「佐嘉日記」出版加勢依頼
静軒へ「佐嘉日記」出来たので先ず4部差
し上げる
静軒へ「佐嘉日記」相賀照忠へ届けてもらったので金200疋送金された。野中古水にも届けて欲しい。
静軒へ、この春長崎を訪れた静軒のこと
を書く
難波橋の南、北浜一丁目堺筋北南角の家
を弟子たちが用意家賃年11両
静軒へ9月15日大坂出発し10月6日長崎に
到着
静軒が長崎で別れをしたかったが叶わず餞別200疋を贈る、それに対し廣足が大坂の住所を知らせている。
大坂へ移るため長崎を出発
大坂発帰熊、9月24日藩主自ら時習館国学
師範役被命
静軒へ手紙熊本到着国学師範拾人扶持役
料十五俵
参勤交代の藩主に随い江戸へ
熊本へ帰国
病の為辞職願いを出し、妹の養子に家督
相続
家の名を橿園と定める。10月初めて長崎
へこの後安政5年まで36年間長崎に於いて
生活
廣足の名を用いる
大坂の今井克復・中村元道入門
門人植木貴恒を養子とし中島廣行と名乗
らせる
静軒へ謝金百疋の礼、故事のやりとり茶
碗の礼
静軒ヘ『片糸』出版なったので贈りたい
佐賀へ旅行長崎を出発、11月松蔭の屋の
詞を静軒へ
67
68
70
71
73
74
75
75
熊本藩士中島惟則(250石）の嗣子として
生れる
父の死亡により家督相続
47
58
62
63
64
65
66
2
13
16
19
23
26
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別表２ 中島廣足文書目録 峯家文書から多久島澄子作成
37
９月５日36
和歌
安政２年10月27日
1
当３月より愚母も介抱
の為上坂
喬 橿園
安政５年２月25日
番号
安政５年２月18日
今回多久島発表分 作成者
岡中正行氏『中島広足
の研究』に発表済
宛 名
峰様
栄
峰様
紅葉山先生
峰静軒
静軒
静軒
静軒
安政２年４月19日
安政３年春 峰静軒ぬ
しの故郷に帰るを送り
て詠める長歌と短歌
静軒
橿大人
和歌
喬
峰静軒
有田久富氏
廣足
静軒
たかし
静軒
安政３年７月13日
安政元年７月15日
安政２年11月20日
喬
静軒
松かけのや老兄
喬大人
静軒
当地社中
和歌
和歌
書簡（復信）
書簡（往信）
書簡
和歌
書状写し
和歌
書簡
書簡
書簡
書簡
書簡復
書簡往
備 考
書簡
書簡・別紙カ
書簡
書簡
書簡
和歌
書簡
和歌
書簡（復信）
書簡（往信）
和歌集
和歌
31
32
極月25日
６月10日
４月21日
２月25日
２月18日
年 月 日
断簡
静軒宅訪問時
和歌論
書簡
書簡
大坂橿園地図
和歌
書簡
19
20
21
10月27日
22
23
24
25
26
27
28
30
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
日付なし
３月６日
18日返
臘16日
霜月21日
閏２月27日
2
3
4
5
７月13日
７月15日
十 廿八
大坂出発前に会いたい
10月18日
廣行と交代大坂から長崎着
10月26日
11月10日
佐賀と熊本の故事
４月19日
日付なし
㈡嘉永６年
㈥嘉永７年
大坂大堀夘之助方
『印花集』出、大坂住所問合
久富家にて詠む
３月８〜13日
６月５日
10月７日
㈣安政２年
㈧安政５年夏
㈢文久元年
㈠嘉永５年
㈤安政４年12月
女性・徳利・杯絵入り
㈩嘉永７年
㈦安政４年
中嶋
紅葉を絵文字にしている田翁
中島田翁
田翁
廣足
廣足
田翁
田翁
廣足
喬
廣足の手書きカ
廣足
廣足
光鎮・橿園
光鎮
静軒
廣足
廣足
廣足
田翁
田翁
33
松園社の様子
片糸上木
熊本藩国学師範被命
廣足
橿園
橿園
廣行
田翁
廣足
廣足
廣足
田翁
光鎮
35
断簡田翁34
二夜夢に橿園大人を見て断簡和歌入り２月静軒㈨嘉永７年
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別表３ 峯家の日記に見る峯静軒の国雅の友人と長崎の友人・患者たち
長崎 荒木伊助・松本善助来診同年５月20日
静軒の国雅の友有田 松井藤八（善三郎・号松居）来宿同４月３日
同10月28日
安政３年１月晦日
29日辞去長崎本博多町村上藤兵衛使者来宿
同12月13日
安政２年11月17日
同10月27日
西暦
静軒
年齢
年月日 栄年齢
15681858安政５年９月19日
同１月18日
16
同１月27日
691859
安政４年１月12日
安政６年１月29日
11月26日辞去長崎 藤村庸平（光鎮）来宿
同年９月27日
同９月26日
同２月10日
馬田は長崎会所吟味
役、10月2日帰崎
14
長崎 馬田永成来宿、静軒は9月25日から9月29日まで唐津へ案内する同行者
は亨・栄・仲栄
万延元年７月24日
国雅友人平戸藩士西丹治来訪、逗留17701860安政７年２月8日
長崎病婦豊島屋妻肩輿で来診同８月18日
同年２月16日
長崎本古川町佐々木氏から往診依頼
12
13
〃
藤村光鎮宅宿泊
静軒の内弟子
長崎 松屋与兵衛へ往診、夜中島廣行・中村吾道来る
静軒の門人
静軒の内弟子
廣足と会う
17
通詞
野中古水カ
甚だ懇意
701860
備 考
同10月８日
同11月9日にも長崎唐訳司李某来診 李忠次郎カ？万延元年９月21日
安政4年10月17日
栄蘭学入門
栄（源次郎）長崎留学、訪問先中島廣行・荒木昌三・小川仲栄舎弟為三郎（栗
崎）佐々木氏に投宿
静軒の門人
同12月４日
長崎の荒木昌三から手紙が届く
佐嘉材木町野中氏に手紙を書く
硫黄島の木塚英仙から手紙が届く
栄、佐々木氏と清客馮雯郷を訪問
事 項
同10月11日
栄長崎留学藤村氏に投宿、21日から佐々木氏に投宿
長崎本古川町佐々木氏から往診依頼19721862文久２年１月14日
小川仲栄修業を終えて長崎へ帰る18711861万延２年１月25日
長崎に於いて静軒が栄をつれて諸隈好足を訪問
731863文久３年２月29日
栄好生館在学中古川松根の国雅会に静軒の命で栄が出席
二男栄を連れ長崎へ出発
同閏８月18日
荒木昌三妻来診同７月11日
平戸開作の楽只が来訪
同３月28日
静軒は藤村光鎮から筝を習う
4月9日辞去藤村光鎮来訪
長崎藤村庸平（光鎮）が市次という甥を静軒に入門させるため来訪、市次は常
甫と改称
長崎の藤野公道から手紙が届く
有田の中村精一（養安）後の松林昌九、長崎の小川仲栄
同３月26日
同年7月1日今泉千秋（伊万里関尹今泉弥次郎）来訪20
文久３年10月３日
長崎唐訳官、鄭右十郎8月4日〜8日静軒宅に逗留同８月
長崎 佐々木氏から往診依頼、仲栄を従え出発3月22日に帰宅、その間精一が
代診
荒木昌三と一族カ荒木善三郎・荒木伊助家族16人が外国交戦を避けて静軒宅へ来る4月22日退去
楢林媼長崎から来診、楢林品女と同一人物カ
長崎の小川仲亭は仲栄(静軒の内弟子）の父親
元治元年３月14日
沉篤齋の快気祝いに静軒が妻為を長崎に呼寄せる21741864文久４年１月19日
荒木昌三から沉篤齋のため往診依頼がくる同12月26日
栄、長崎留学本石灰町荒木伊助家に投宿、荒木昌三・清客沉篤齋
同10月23日
長崎本石灰町和田伊兵衛来診同９月25日
同5月16日も長崎寄合町西田平三郎往診依頼21741864
1856
長崎本博多町村上武兵衛妻来診22751865元治２年４月21日
荒木伊助は本石灰絃屋
（絃伊）
栄長崎留学、訪問先は荒木昌三・小川仲栄・藤村光鎮・中島廣行
1857
同９月10日
肝臓腫瘍長崎から静軒帰宅、25日病床につく同７月18日
24日出発藤村光鎮から紺屋町福田吉十郎への往診依頼あり22751865慶応元年６月21日
1855
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静軒逝去2275
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参
照
さ
れ
た
い
︒
峯
家
系
図
は
河
原
左
大
臣
融
︵
嵯
峨
天
皇
第
七
皇
子
︶
か
ら
始
ま
り
︑
七
代
渡
辺
綱
︑
八
代
久
渡
辺
源
太
夫
判
官
︵
家
紋
は
三
星
一
つ
引
龍
︶
と
続
く
︒﹃
西
松
浦
郡
誌
﹄
に
よ
れ
ば
︑
八
代
久
源
太
夫
判
官
と
は
一
一
世
紀
半
ば
に
宇
野
御
厨
荘
に
任
官
し
て
京
都
か
ら
下
向
し
た
い
わ
ゆ
る
松
浦
党
の
太
祖
で
あ
る
と
い
う
︒
峯
家
二
七
代
正
峯
五
郎
の
と
き
に
至
っ
て
︑
波
多
三
河
守
鎮
に
属
し
朝
鮮
役
に
従
軍
し
た
︒
波
多
家
が
秀
吉
に
追
わ
れ
た
と
き
︑
鎮
公
の
奥
方
と
若
君
を
擁
し
て
龍
造
寺
︵
奥
方
実
家
︶
に
逃
れ
佐
賀
に
て
仕
え
る
︒
二
九
代
宥
峯
源
右
衛
門
は
︑
鍋
島
勝
茂
公
の
納
戸
役
と
し
て
勤
仕
中
︑
不
調
法
の
廉
で
浪
人
と
な
り
有
田
郷
中
里
村
に
居
住
す
る
︒
二
九
代
宥
の
母
親
︵
法
名
浄
改
・
一
六
四
九
没
︶
が
於
長
様
︵
龍
造
寺
山
城
守
息
女
︶
に
勤
仕
中
︑
萬
金
丹
・
腎
気
丸
等
の
薬
調
合
を
自
得
し
︑
渡
世
の
業
と
し
た
︒
三
四
代
峯
伊
右
衛
門
は
︑
後
に
周
庵
と
改
ま
り
専
ら
医
を
業
と
し
た
︒
三
五
代
周
峯
道
庵
は
父
の
医
業
を
継
ぎ
︑
慈
恤
の
徳
望
が
あ
っ
た
︒
三
六
代
目
が
喬
峯
静
軒
で
あ
る
︒
最
近
発
見
し
た
﹁
峯
静
軒
先
生
略
伝
﹂︵
峯
源
次
郎
著
︶
を
基
に
し
て
静
軒
の
人
と
な
り
を
次
に
記
す
︒
静
軒
は
道
庵
の
長
子
と
し
て
中
里
村
作
井
手
︵
現
伊
万
里
市
二
里
町
中
里
︶
に
寛
政
三
年
︵
一
七
九
一
︶
九
月
二
二
日
に
生
ま
れ
た
︒
家
貧
し
く
一
三
歳
で
︑
佐
賀
藩
医
花
房
氏
の
学
僕
と
な
る
︒
一
六
歳
の
と
き
︑
花
房
氏
の
族
の
中
島
某
氏
が
︑
静
軒
の
窮
状
を
憐
れ
み
︑
弘
道
館
に
通
学
し
且
つ
碩
儒
古
賀
穀
堂
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
た
︒
一
九
歳
に
な
り
熊
本
藩
の
国
手
村
井
琴
山
に
入
門
し
古
医
方
︵
吉
益
東
洞
の
流
派
︶
を
三
年
間
学
ぶ
︒
古
方
を
基
礎
と
し
て
更
に
療
法
を
学
ぼ
う
と
二
三
歳
の
と
き
京
都
に
遊
学
︑
一
つ
の
門
に
限
定
せ
ず
諸
家
に
出
入
し
て
療
法
を
視
察
︑
且
つ
西
洋
流
の
某
氏
に
就
き
阿
片
・
硝
酸
等
の
用
法
を
自
得
し
刺
絡
烙
鉄
等
の
技
を
学
ん
だ
︒
毎
夜
管
を
吹
き
︑
流
し
の
按
摩
と
し
て
学
資
を
稼
ぎ
︑
方
や
︑
和
歌
を
千
種
有
功
卿
に
︑
音
峯家所蔵の中島廣足書簡
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別表４ 峯静軒と中島廣足の周辺の人びと
1811
1813
草場佩川
韡（あきら）
1809
1811
中島廣足
橿園・田翁
1816
峯静軒
喬
1807
1864 73歳
文久４年１月21日
生年 没年氏名
鶴田仲斌
文化10年
1867 57歳
寛政３年９月22日
慶応３年
文化６年
明治24年
文化８年
1791
1792
1805
1788
1800
西岡仲厚
前田萬里
子義・作次郎
慶応２年７月24日文化２年３月17日
1867 80歳
慶応３年10月天明７年１月７日
1881 82歳
明治14年７月４日
文化８年
1871 59歳
明治４年１月21日
1891 85歳
1865 75歳
柴田花守
琴岡
慶応１年９月10日
古川松根
寛政12年
1866 62歳
南里有隣
文化４年
相賀照忠
野中元右衛門
古水
文化13年８月１日 明治10年１月15日
1877 62歳
明治23年
藤村光鎮
庸平
1890 82歳
1864 54歳
元治１年
山谷村在住、安政３年９月８日萬里と静軒は仲厚（治左衛門）の命日に墓参りをしている。
寛政４年
多 久 島 澄 子
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峯
家
略
系
図
︵﹃
源
姓
峯
氏
家
系
・
略
伝
﹄︑﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
か
ら
作
成
︶
①
河
原
左
大
臣
融
②
光
③
燈
④
昇
⑤
仕
︵
箕
田
氏
)
⑥
充
⑦
綱
︵
渡
辺
氏
)
⑧
久
︵
渡
辺
源
太
夫
判
官
)
⑨
直
︵
松
浦
氏
)
⑩
清
︵
松
浦
源
三
郎
)
⑪
持
︵
峰
源
藤
治
)
⑫
繋
︵
峰
源
三
郎
)
⑬
湛
︵
峰
又
五
郎
)
⑭
答
︵
峰
源
五
郎
)
⑮
省
︵
峰
五
郎
)
⑯
通
︵
峰
五
郎
)
⑰
湛
︵
峰
五
郎
)
⑱
答
︵
峰
駿
河
守
)
⑲
定
︵
峰
駿
河
五
郎
)
⑳
省
︵
峰
丹
後
五
郎
)
㉑
糺
︵
峰
丹
後
守
)
㉒
弘
︵
峰
丹
後
五
郎
)
㉓
定
︵
峰
丹
後
五
郎
)
㉔
通
︵
峰
丹
後
五
郎
)
㉕
諫
︵
峰
源
左
衛
門
尉
)
㉖
保
︵
峰
源
二
)
㉗
正
︵
峰
五
郎
)
㉘
持
︵
峰
源
兵
衛
)
㉙
宥
︵
峰
源
右
衛
門
)
㉚
峰
久
左
衛
門
㉛
峰
三
左
衛
門
㉜
峰
久
左
衛
門
㉝
峰
甚
左
衛
門
㉞
峰
伊
右
衛
門
㉟
周
峰
道
菴
峰
松
右
衛
門
女
子
山
代
郷
長
濱
村
多
久
島
家
に
嫁
す
女
子
早
世
㊲
峯
源
次
郎
昭
和
六
年
卒
ナ
カ
武
富
栄
助
二
女
明
治
二
九
年
卒
四
七
歳
源
太
郎
東
京
富
田
家
養
子
と
な
る
㊳
峯
直
次
郎
陸
軍
軍
医
と
し
て
日
清
日
露
戦
役
に
従
軍
︑
昭
和
一
三
年
卒
七
一
歳
昇
三
郎
東
京
桜
井
家
に
入
夫
為
四
郎
吉
永
家
養
子
と
な
る
五
郎
武
富
信
太
郎
二
女
コ
ト
︵
従
兄
妹
︶
と
結
婚
す
る
ス
ミ
日
本
画
を
嗜
む
国
柱
会
幹
部
と
な
る
キ
ヨ
中
島
家
に
嫁
す
栄
早
世
︑
駒
込
西
教
寺
に
埋
葬
女
子
伊
万
里
町
浦
郷
氏
に
嫁
す
㊱
喬
峰
静
軒
喬
妻
は
多
久
長
門
公
家
臣
徳
久
嘉
兵
衛
の
二
女
為
女
子
早
世
よ
し
吉
永
伊
左
衛
門
に
嫁
す
き
く
多
久
長
門
公
家
臣
徳
久
太
兵
衛
に
嫁
す
亨
︑
文
太
郎
・
雲
菴
・
雲
臺
・
完
一
㊲
栄
︑
昌
・
源
次
郎
下
村
氏
晋
︑
是
一
郎
・
俊
蔵
女
子
女
子
藩
士
宮
崎
佐
一
郎
に
嫁
す
恒
次
郎
後
下
村
求
と
改
め
母
方
を
継
ぐ
女
子
肥
後
藩
士
中
村
亀
三
郎
に
嫁
す
季
三
郎
女
子
早
世
楽
を
東
儀
伊
勢
守
に
学
ん
だ
︒
東
儀
氏
を
介
し
て
購
入
し
た
佳
品
の
横
笛
は
︑﹁
秋
乃
夜
﹂
と
称
し
︑
常
に
錦
袋
に
納
め
往
診
遊
行
の
際
は
必
ず
帯
刀
代
わ
り
に
腰
間
に
携
行
し
︑
興
至
れ
ば
場
所
を
選
ば
ず
吹
奏
し
た
︒
本
藩
祭
酒
草
場
佩
川
は
静
軒
の
演
奏
に
喜
び
詩
︵
Ａ
︶
を
贈
っ
て
い
る
︒
文
化
一
二
年
︵
一
八
一
五
︶
帰
郷
し
た
︒
同
年
熊
本
琴
山
氏
逝
去
︒
翌
文
化
一
三
年
夏
︑
熊
本
の
故
村
井
琴
山
氏
の
墓
参
に
向
か
う
︒
そ
の
後
薩
摩
に
入
り
︑
薩
摩
藩
文
学
黒
田
慎
氏
の
厚
遇
を
受
け
て
帰
る
︒
こ
の
時
の
記
録
が
﹁
南
遊
紀
行
﹂
︵
Ｂ
︶
で
あ
る
︒
父
道
庵
が
翌
文
化
一
四
年
一
二
月
二
七
日
︑
八
二
歳
で
没
す
る
と
︑
喪
中
︑
ひ
と
り
仏
間
に
起
臥
し
御
註
孝
経
を
謄
写
し
︑
十
余
年
後
︵
天
保
五
年
カ
︶
母
親
の
喪
中
も
父
親
の
時
と
同
様
に
過
ご
し
た
︒
嘉
永
年
間
︵
一
八
四
八
～
︶
五
〇
歳
後
に
至
り
近
村
は
勿
論
︑
伊
万
里
・
有
田
・
宮
野
・
川
古
・
大
村
・
針
尾
島
・
早
岐
・
日
宇
・
佐
世
保
・
佐
々
・
生
月
・
平
戸
・
大
島
・
福
島
よ
り
患
者
が
輻
輳
す
る
と
︑
こ
れ
が
藩
侯
の
耳
に
達
し
特
に
召
さ
れ
て
謁
見
を
賜
う
︒
種
痘
が
開
始
さ
れ
る
と
静
軒
に
は
特
に
こ
れ
を
許
さ
れ
た
︒
安
政
以
後
︵
六
〇
歳
後
︶
は
特
に
長
崎
人
の
信
頼
を
得
て
遠
く
往
診
し
た
︒
文
久
・
元
治
︵
一
八
六
一
～
︶
に
至
り
︑
長
崎
居
留
の
清
国
人
に
も
診
療
を
依
頼
す
る
者
多
く
︑
沈
篤
齋
︵
Ｃ
︶
か
ら
は
最
も
信
頼
さ
れ
た
︒
静
軒
の
口
癖
は
︑﹁
医
は
常
師
な
し
︑
病
人
を
師
と
な
す
べ
し
︒
誠
心
を
凝
ら
し
て
診
察
す
れ
ば
自
然
に
療
法
は
病
気
の
方
よ
り
教
え
て
く
れ
る
も
の
な
り
︒
し
か
れ
ど
も
大
体
に
於
い
て
は
古
人
を
学
ば
ざ
れ
ば
︑
固
陋
の
弊
に
陥
る
︒
故
に
先
ず
傷
寒
論
よ
り
入
り
疾
病
の
転
変
を
知
り
︑
而
し
て
後
は
後
世
方
也
西
洋
方
也
勝
手
た
る
べ
し
︒
実
地
の
工
夫
第
一
な
り
﹂
で
あ
っ
た
︒
著
書
は
﹁
痢
病
瑣
言
﹂︑﹁
天
行
爆
瀉
憶
測
﹂︑﹁
脚
気
説
﹂︑﹁
随
筆
﹂︑﹁
雑
記
﹂︑﹁
南
遊
紀
行
﹂︑﹁
平
戸
日
記
﹂︑﹁
唐
津
日
記
﹂︑﹁
松
の
落
葉
﹂
等
の
稿
本
あ
り
︒
慶
応
元
年
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ＡＢＣ
Ａ
草
場
佩
川
が
峯
静
軒
に
贈
っ
た
詩
︑
年
代
不
詳
Ｂ
峯
静
軒
著
﹁
南
遊
紀
行
﹂
文
化
一
三
年
︵
一
八
一
六
︶
Ｃ
沈
篤
齋
が
峯
静
軒
に
贈
っ
た
書
︑
乙
丑
炎
夏
︵
慶
応
元
年
︶
六
月
︑
長
崎
に
往
診
し
七
月
帰
家
し
て
宿
痾
肝
臓
腫
瘍
憎
悪
し
て
床
蓐
に
就
き
九
月
一
〇
日
逝
去
︒
七
五
歳
︒
長
男
完
一
︵
亨
︑
天
保
二
年
生
ま
れ
カ
︶
は
︑
鍋
島
家
親
類
同
格
の
須
古
鍋
島
家
︵
蘭
方
医
渋
谷
良
次
を
抱
え
て
い
た
︶
に
招
聘
さ
れ
︑
文
久
二
年
に
仕
官
し
佐
賀
に
住
ん
だ
た
め
︑
二
男
源
次
郎
︵
栄
︶
が
家
を
継
い
だ
︒
二
︑
資
料
紹
介
㈠
閏
二
月
二
七
日
︵
別
表
２
目
録
９
︶
伸
雄
日
並
題
御
詠
出
可
被
下
○
古
関
一
進
上
仕
候
︑
添
書
も
芳
翰
忝
拝
見
仕
候
︑
如
貴
啓
暖
和
ニ
相
成
申
候
︑
益
御
安
泰
被
成
︑
御
起
居
奉
賀
候
︑
愚
老
無
異
罷
在
候
条
︑
御
放
念
可
被
下
候
︑
然
者
御
詠
草
一
冊
被
遣
拝
見
加
筆
返
上
仕
候
︑
御
風
調
宜
と
り
〳
〵
甘
心
仕
候
︑
又
御
報
と
し
て
方
金
百
疋
御
恵
投
被
成
下
︑
難
有
拝
受
仕
候
︑
御
配
意
ニ
相
成
候
段
︑
痛
入
奉
存
候
︑
○
御
地
に
あ
る
事
と
も
御
書
付
被
下
︑
忝
め
つ
ら
し
く
承
候
︑
御
考
の
如
く
古
意
之
遺
候
も
の
と
奉
存
候
︑
粥
の
木
の
方
ハ
肥
後
に
も
其
趣
御
座
候
︑
同
十
一
日
ゟ
十
四
日
迄
︑
オ
イ
ハ
ヒ
御
祝
サ
ウ
と
い
ふ
て
松
枝
を
も
て
女
ノ
尻
を
打
候
︑
右
ハ
門
松
の
枝
を
の
こ
し
置
候
也
○
夜
サ
リ
夜
ベ
ハ
肥
後
に
て
も
申
候
○
イ
ヽ
ハ
必
ユ
ヒ
ノ
転
し
た
る
な
ら
ん
と
奉
存
候
︑
是
ハ
外
に
て
ハ
い
は
ぬ
事
な
る
へ
し
︑
猶
諸
国
多 久 島 澄 子
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尋
ね
ハ
古
意
の
遺
れ
る
必
あ
る
へ
し
︑
先
略
答
匆
々
申
上
候
︑
頓
首
閏
二
月
廿
七
日
田
翁
静
軒
様
尚
々
茶
碗
五
給
ハ
リ
難
有
奉
感
荷
候
愚
か
弟
の
茶
の
ミ
茶
碗
一
お
世
話
可
被
下
サ
ラ
イ
方
か
宜
し
︑
深
キ
ノ
ハ
不
好
候
右
㈠
に
つ
い
て
︑
閏
二
月
が
存
在
す
る
年
は
︑
嘉
永
五
年
︵
一
八
五
二
︶
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
峯
家
に
現
存
す
る
廣
足
書
簡
の
中
で
は
古
い
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
内
容
は
左
の
通
り
︒
①
詠
草
添
削
に
金
百
疋
が
静
軒
か
ら
廣
足
へ
謝
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
︒
②
松
枝
で
女
の
尻
を
打
つ
風
習
が
肥
後
に
も
あ
る
︒
③
夜
サ
リ
・
夜
ベ
の
言
葉
は
肥
後
で
も
使
う
︒
イ
ヽ
は
ユ
ヒ
︑
つ
ま
り
結
か
ら
き
た
言
葉
で
あ
ろ
う
︒
④
静
軒
が
廣
足
に
茶
碗
を
贈
っ
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
︒
⑤
廣
足
の
弟
の
た
め
に
茶
碗
が
欲
し
い
︒
深
い
茶
碗
は
好
ま
ぬ
︒
㈡
六
月
五
日
︵
別
表
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五
月
雨
の
晴
に
し
海
路
吹
す
さ
ふ
笛
の
ね
い
ト
ヽ
す
み
わ
た
り
け
む
夕
す
ゝ
み
ひ
ろ
き
河
原
に
あ
ゆ
つ
り
て
酒
主や
の
む
ら
ん
客飯
や
く
ふ
ら
む
○
歌
合
判
御
帰
後
直
ニ
出
来
今
少
し
之
事
残
念
也
中
村
迄
出
し
置
候
相
達
候
次
第
御
収
手
可
被
下
さ
み
た
れ
の
わ
ひ
に
し
空
に
ゆ
う
た
ち
の
又
ら
ひ
年
も
照
日
影
か
な
猶
次
便
聞
え
奉
る
へ
し
六
月
五
日
田
翁
静
軒
様
片
糸
上
木
相
済
候
方
沢
山
下
り
候
︑
先
是
を
彼
御
禮
に
と
存
居
候
︑
い
つ
れ
次
便
右
㈡
は
︑
追
伸
の
﹁
片
糸
上
木
相
済
候
﹂
か
ら
︑
廣
足
の
著
作
﹃
片
糸
﹄
が
上
梓
さ
れ
た
年
が
嘉
永
六
年
な
の
で
︑
こ
の
手
紙
は
嘉
永
六
年
の
六
月
五
日
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
沢
山
く
だ
り
候
﹂
か
ら
は
︑
大
坂
か
江
戸
の
版
元
か
ら
た
く
さ
ん
送
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
︒
残
念
な
が
ら
﹃
片
糸
﹄
は
峯
家
文
書
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
︒
ま
た
﹁
歌
合
判
御
帰
後
﹂
の
文
章
か
ら
静
軒
が
廣
足
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
峯家所蔵の中島廣足書簡
多 久 島 澄 子
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㈢一
〇
月
七
日
︵
別
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十
月
五
日
肥
後
ニ
達
年
賀
御
祝
之
御
詠
給
ハ
リ
難
有
奉
万
謝
候
︑
こ
こ
も
と
も
と
り
〳
〵
宜
感
吟
仕
候
○
御
肴
料
百
疋
御
恵
投
被
成
下
︑
難
有
拝
受
仕
候
︑
御
懇
篤
之
至
深
々
難
有
奉
感
謝
候
○
愚
肥
後
よ
り
御
用
に
て
召
連
候
ニ
付
︑
九
月
二
日
大
坂
出
立
︑
此
節
ハ
船
に
て
八
日
ニ
赤
間
関
十
五
日
ニ
熊
本
着
仕
候
処
︑
早
速
被
呼
出
国
学
師
範
被
申
候
付
︑
拾
人
扶
持
と
外
ニ
役
料
十
五
俵
給
ハ
り
候
由
申
渡
御
坐
候
︑
依
而
大
坂
半
年
︑
此
内
長
崎
モ
肥
後
ヘ
半
年
と
い
ふ
歎
願
に
て
︑
又
当
月
末
上
坂
仕
候
︑
三
ヶ
所
ニ
住
居
致
し
こ
ゝ
ち
扨
〻
困
入
候
︑
春
秋
之
旅
行
飛
脚
之
様
ニ
相
成
︑
七
十
才
の
老
躰
大
事
道
中
□
□
□
□
︵
虫
損
︶
ヤ
リ
ツ
ケ
可
申
候
御
憐
察
可
被
下
あ
は
れ
今
一
度
拝
顔
仕
度
事
ニ
御
坐
候
十
月
七
日
田
翁
静
軒
様
右
㈢
は
︑
大
坂
で
門
弟
た
ち
に
大
事
に
さ
れ
な
が
ら
︑
和
歌
三
昧
の
自
由
な
日
々
を
多 久 島 澄 子
64
送
っ
て
い
た
中
島
廣
足
が
熊
本
藩
か
ら
藩
校
国
学
師
範
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
と
き
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
岡
中
正
行
氏
の
﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
に
よ
れ
ば
︑
廣
足
が
熊
本
に
向
け
大
坂
を
出
発
し
た
の
は
︑
文
久
元
年
九
月
二
日
で
︑
同
月
二
四
日
に
は
︑﹁
熊
本
藩
主
韻
邦
自
ら
廣
足
に
藩
時
習
館
国
学
師
範
役
を
仰
せ
付
け
た
﹂
と
あ
る
︒
右
の
手
紙
を
文
久
元
年
一
〇
月
七
日
と
す
れ
ば
︑
廣
足
は
静
軒
に
す
ぐ
さ
ま
︑
そ
の
間
の
事
情
を
伝
え
た
の
で
あ
る
︒
九
月
二
日
船
で
大
坂
出
発
︑
同
月
八
日
赤
間
関
着
︑
同
月
一
五
日
熊
本
到
着
︑
早
速
呼
び
出
さ
れ
国
学
師
範
に
任
命
さ
れ
︑
拾
人
扶
持
・
外
に
役
料
十
五
俵
の
待
遇
で
あ
っ
た
と
︑
廣
足
は
詳
細
に
書
き
︑
大
坂
半
年
︵
此
内
長
崎
も
︶︑
肥
後
へ
半
年
の
生
活
が
始
ま
り
︑
三
ヶ
所
に
居
住
す
る
飛
脚
の
様
な
あ
り
さ
ま
と
静
軒
に
嘆
い
て
い
る
︒
こ
の
と
き
︑
廣
足
七
一
歳
︑
静
軒
七
二
歳
で
あ
っ
た
︒
こ
の
後
の
手
紙
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
︒
㈣
一
〇
月
一
八
日
︵
別
表
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国
見
山
ふ
も
と
の
里
も
照
は
か
り
そ
め
け
む
も
み
ち
行
て
見
て
し
か
と
お
も
ひ
つ
ゝ
終
ニ
出
た
ち
得
不
申
候
︑
誠
ニ
残
念
之
光
鎮
も
定
而
問
奉
ら
ぬ
な
る
へ
し
︑
最
早
寒
気
ニ
も
む
か
ひ
候
間
い
つ
れ
明
春
鬼
ハ
笑
フ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
十
月
十
八
日
ア
チ
ラ
こ
ち
ら
に
て
い
ろ
〳
〵
甚
以
痛
入
奉
存
候
︑
拝
顔
御
禮
可
申
上
候
︑
先
時
々
︹
ト
ク
リ
絵
︺
ノ
中
ハ
誠
ニ
妙
に
て
早
速
︹
コ
ッ
プ
絵
︺
か
た
ふ
け
申
候
︑
別
紙
ハ
先
日
指
上
候
つ
も
り
の
歌
ニ
御
坐
候
也
〆
十
廿
八
︵
裏
書
︶
峰
様
中
嶋
別
紙
入
︵
表
書
︶
旅
に
し
て
漫慢
く
る
れ
ば
か
ミ
つ
ら
む
か
す
ゆ
に
あ
ら
ぬ
こ
れ
の
う
ま
酒
明
日
会
必
御
出
席
可
被
成
候
十
廿
八
︹
紅
葉
絵
︺
山
先
生
梧
下
拝
呈
田
翁
峯家所蔵の中島廣足書簡
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右
㈣
に
つ
い
て
は
︑
は
安
政
二
年
︵
一
八
五
五
︶
の
も
の
か
︑
安
政
三
年
の
も
の
か
迷
っ
た
が
︑
安
政
三
年
二
月
一
〇
日
︑
静
軒
は
二
男
栄
︵
源
次
郎
︶
を
連
れ
長
崎
に
赴
い
た
︵﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂︶
こ
と
か
ら
︑
こ
の
手
紙
に
廣
足
が
書
い
た
﹁
い
つ
れ
明
春
﹂
の
約
束
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
︑
安
政
二
年
の
一
〇
月
一
八
日
の
も
の
と
推
測
す
る
︒嘉
永
七
年
︵
一
八
五
四
︶
三
月
︑
廣
足
は
静
軒
宅
訪
問
し
国
見
山
に
登
る
が
︑
そ
の
と
き
以
来
廣
足
は
︑
国
見
山
の
紅
葉
の
頃
の
再
度
の
訪
問
を
期
し
て
い
た
こ
と
が
冒
頭
に
書
か
れ
︑
文
中
に
は
軽
妙
な
戯
れ
絵
入
り
で
親
し
み
を
込
め
た
楽
し
い
手
紙
で
あ
る
︒㈤
︵
別
表
２
目
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㈤
︱
①
一
二
月
一
六
日
︵
峯
喬
︵
静
軒
︶
か
ら
中
島
廣
足
宛
︶
先
立
而
ハ
御
状
被
下
忝
︑
奉
拝
見
候
︑
御
逗
留
中
御
平
に
し
て
御
帰
郷
何
分
大
慶
奉
存
候
︑
御
土
産
之
御
摺
物
返
す
〳
〵
拝
吟
罷
在
候
︑
扨
廣
行
様
御
交
代
に
て
御
上
坂
︑
大
人
に
ハ
明
春
又
々
御
越
之
趣
︑
大
ニ
御
苦
労
千
萬
併
シ
︑
御
面
目
奉
存
候
得
ハ
︑
爰
限
奉
喜
候
︑
夫
ニ
付
明
春
︑
御
暇
旁
参
上
仕
寛
々
御
面
話
相
楽
ミ
罷
在
候
︑
○
詠
草
又
々
差
上
候
条
宜
敷
御
頼
申
上
候
義
ニ
御
坐
候
︑
頓
首
臘
十
六
日
喬
橿
園
大
人
多 久 島 澄 子
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㈤︱
②
︵
中
島
廣
足
か
ら
峯
喬
へ
宛
て
朱
で
書
入
れ
返
信
︶
厳
寒
中
益
御
安
泰
奉
賀
候
書
入
御
免
可
被
下
候
先
立
而
ハ
御
状
被
下
置
︑
奉
拝
見
御
逗
留
中
御
平
に
し
て
御
帰
郷
何
分
大
慶
奉
謝
候
奉
存
候
︑
御
土
産
之
御
摺
者
返
す
武
雄
ゟ
ま
わ
り
候
哉
〳
〵
拝
吟
罷
在
候
︑
扨
廣
行
様
御
交
代
に
て
御
上
坂
︑
御
大
人
に
ハ
明
春
又
々
御
越
之
趣
︑
大
ニ
御
苦
労
千
萬
併
シ
︑
御
面
目
老
て
ハ
く
る
し
く
候
也
︑
ア
ハ
レ
十
年
奉
存
候
得
ハ
︑
爰
限
奉
喜
候
︑
前
な
ら
ハ
︑
京
難
波
の
た
を
や
め
を
も
︑
夫
ニ
付
明
春
御
暇
旁
参
上
必
々
御
出
崎
可
被
成
候
︑
寛
々
仕
寛
々
御
面
話
相
楽
ミ
罷
在
候
御
物
語
可
仕
候
○
詠
草
又
々
差
上
候
条
宜
敷
加
筆
返
上
仕
候
御
頼
申
上
義
ニ
御
坐
候
︑
頓
首
廣
足
十
八
日
返
臘
十
六
日
上
喬
様
廿
日
書
入
橿
園
大
人
右
㈤
︱
①
は
︑
静
軒
︵
喬
︶
が
廣
足
︵
橿
園
大
人
︶
へ
出
し
た
手
紙
で
あ
る
︒
﹁
廣
行
様
御
交
代
に
て
御
上
坂
﹂
の
文
言
か
ら
︑
養
子
廣
行
と
交
代
し
て
安
政
四
年
一
〇
月
六
日
大
坂
か
ら
長
崎
に
到
着
し
た
廣
足
が
静
軒
に
宛
て
た
同
年
一
二
月
の
手
紙
で
あ
る
︒
こ
の
間
の
事
情
を
書
い
た
廣
足
の
安
政
四
年
一
〇
月
二
六
日
の
手
紙
は
︑
岡
中
正
行
氏
が
発
表
済
み
で
あ
る
︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
六
二
頁
︶︒
右
㈤
︱
②
は
︑
廣
足
が
静
軒
の
手
紙
に
朱
で
書
入
れ
た
返
信
で
あ
る
︒
岡
中
正
行
氏
に
よ
れ
ば
︑
廣
足
は
翌
安
政
五
年
四
月
二
四
日
︑
大
坂
に
移
住
す
る
た
め
長
崎
を
出
発
︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
六
三
頁
︶
す
る
︒
廣
足
は
そ
の
前
に
会
っ
て
話
が
し
た
い
と
書
き
︑
こ
れ
が
一
〇
年
前
の
難
波
移
住
で
あ
る
な
ら
ば
︑
女
性
と
の
交
際
も
も
っ
と
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
と
︑
静
軒
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
言
い
方
で
書
い
て
い
る
︒
一
歳
年
上
の
静
軒
と
廣
足
の
距
離
感
が
想
像
さ
れ
る
手
紙
で
あ
る
︒
㈥
嘉
永
七
年
の
断
簡
カ
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別
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31
こ
ハ
峰
静
軒
ぬ
し
の
庭
の
内
に
小
松
を
う
え
つ
社
を
た
て
ゝ
大
穴
牟
遅
神
︑
少
名
毘
古
那
神
を
い
□
□
︵
虫
損
︶
ま
つ
ら
し
て
其
神
歌
に
峯家所蔵の中島廣足書簡
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よ
み
て
よ
と
こ
は
れ
し
か
は
よ
め
る
也
廣
足
右
㈥
は
︑
廣
足
が
嘉
永
七
年
三
月
八
日
か
ら
一
三
日
ま
で
静
軒
宅
に
滞
在
し
た
と
き
︑
静
軒
が
庭
園
内
の
松
園
社
の
た
め
に
和
歌
を
詠
ん
で
欲
し
い
と
︑
廣
足
に
頼
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒
㈦
日
付
な
し
書
簡
︵
別
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目
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静
軒
か
ら
廣
足
宛
を
明
朝
体
で
廣
足
か
ら
16
静
軒
宛
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
書
い
た
一
先
此
武
雄
照
忠
ゟ
申
来
候
ハ
大
人
ニ
ハ
印
花
集
御
上
木
ニ
付
︑
私
ニ
も
二
十
首
斗
ハ
よ
ミ
出
澤
山
御
座
候
也
候
ハ
ヽ
遣
シ
候
様
と
の
事
故
︑
上
木
之
歌
な
と
ハ
殊
更
一
首
も
無
之
候
得
共
︑
尊
意
難
黙
止
候
ま
ゝ
︑
書
認
差
上
候
間
御
加
入
多 久 島 澄 子
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慥
ニ
入
手
仕
候
ニ
な
り
候
︑
歌
若
御
座
候
半
者
撰
出
可
仕
候
此
内
ゟ
御
撰
可
被
下
候
一
折
ニ
ハ
御
文
通
仕
度
候
条
大
坂
御
旅
宿
之
地
名
委
敷
御
書
載
為
御
知
始
ニ
記
候
通
ニ
候
被
可
下
候
堂
島
タ
ミ
ノ
橋
西
大
堀
夘
之
助
方
ニ
御
出
し
に
て
宜
候
右
㈦
は
︑
静
軒
が
廣
足
宛
て
に
出
し
た
手
紙
に
廣
足
は
書
き
込
ん
で
返
信
を
し
て
い
る
︒
静
軒
往
信
の
内
容
は
︑
①
武
雄
の
相
賀
照
忠
か
ら
廣
足
大
人
の
﹁
印
花
集
上
木
ニ
付
﹂︑
歌
を
提
出
す
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
の
で
︑
二
〇
首
ば
か
り
詠
み
ま
し
た
の
で
こ
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
︒
②
廣
足
大
人
の
大
坂
御
旅
宿
の
住
所
を
詳
し
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
︒
以
上
二
点
で
あ
る
︒
廣
足
は
静
軒
へ
の
返
信
に
︑
①
沢
山
の
詠
草
を
確
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
︒
選
歌
し
ま
す
︒
②
大
坂
の
住
所
は
﹁
堂
島
タ
ミ
ノ
橋
西
︑
大
堀
夘
之
助
方
﹂
と
書
き
込
ん
で
い
る
︒相
賀
照
忠
︵
文
化
一
三
年
～
明
治
一
〇
年
：
一
八
一
六
～
一
八
七
七
︶
と
は
︑
武
雄
在
住
の
中
島
廣
足
門
下
生
で
︑﹁
ひ
と
つ
や
﹂
の
屋
号
で
武
雄
鍋
島
家
の
火
薬
御
用
達
を
は
じ
め
手
広
く
商
家
を
営
ん
だ
近
世
末
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
佐
賀
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
︵
池
田
賢
士
郎
﹃
武
雄
の
歌
人
相
賀
照
忠
﹄︶︒
池
田
賢
士
郎
氏
に
よ
れ
ば
︑
相
賀
照
忠
は
︑
安
政
四
年
の
秋
︑
四
五
首
を
﹃
難
波
集
﹄
掲
載
の
た
め
︑
広
足
に
送
っ
た
︵﹃
武
雄
の
歌
人
相
賀
照
忠
﹄
一
五
八
頁
︶︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
㈦
は
安
政
四
年
の
往
復
書
簡
の
一
部
か
と
考
え
る
が
︑
静
軒
の
言
う
﹁
印
花
集
﹂
が
相
賀
の
言
う
﹃
難
波
集
﹄
に
該
当
す
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
︒
廣
足
書
簡
の
大
堀
夘
之
助
に
つ
い
て
は
︑
廣
足
の
旅
行
紀
﹃
花
の
し
た
ふ
し
﹄
安
政
四
年
閏
五
月
二
〇
日
の
記
事
に
︑﹁
大
堀
忠
通
が
家
の
前
な
る
浜
さ
き
の
す
ゞ
み
の
床
に
︑
一
貞
と
ゝ
も
に
も
の
し
て
酒
の
み
あ
そ
ぶ
﹂︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
三
五
七
頁
︶
と
あ
る
︒
大
堀
夘
之
助
と
大
堀
忠
通
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
︒
﹃
花
の
し
た
ふ
し
﹄
に
は
︑
長
崎
を
安
政
四
年
二
月
四
日
に
出
発
し
大
坂
へ
向
か
う
途
中
︑
二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
武
雄
の
相
賀
照
忠
の
家
に
滞
在
し
た
折
の
記
述
が
あ
る
︒﹁
こ
ゝ
は
ツ
カ
サ
キ
柄
崎
と
も
い
ひ
て
︑
名
に
お
ふ
イ
デ
ユ
温
泉
の
里
な
れ
ば
︑
す
な
は
ち
湯
あ
み
に
も
の
し
て
︑
つ
か
れ
を
つ
く
ろ
ひ
つ
ゝ
か
へ
り
た
る
に
︑
あ
る
じ
ま
う
け
の
も
の
も
て
出
た
る
は
い
と
う
れ
し
く
︑
た
び
の
う
さ
も
か
つ
〳
〵
わ
す
ら
れ
て
︑
夜
ふ
く
る
ま
で
の
み
か
は
し
も
の
が
た
り
﹂
し
︑
翌
八
日
は
相
賀
家
に
と
ど
ま
り
︑﹁
ゆ
あ
み
な
ど
﹂
し
︑
夕
方
﹁
国
の
カ
ウ守
の
ト
ノ殿
の
入
給
ふ
湯
の
い
づ
る
処
の
︑
御
茶
屋
と
い
ふ
を
ゆ
き
見
る
︒
又
桜
山
に
の
ぼ
り
て
見
る
に
︑
木
立
は
い
と
お
ほ
か
れ
ど
︑
い
ま
だ
つ
ぼ
み
だ
に
見
え
ず
︒
よ
し
の
に
と
い
そ
が
ざ
り
せ
ば
さ
く
ら
山
花
さ
く
ま
で
も
や
ど
り
せ
ま
し
も
に
筑
前
の
か
た
な
る
山
々
︑
お
し
な
べ
て
雪
つ
も
れ
り
︒
雪
し
ろ
き
山
を
見
て
こ
そ
し
ら
れ
け
れ
︑
日
は
て
り
な
が
ら
さ
ゆ
る
春
風
﹂
と
和
歌
二
首
を
詠
み
︑
翌
九
日
︑
朝
早
く
相
賀
家
を
出
発
し
た
︒
照
忠
は
︑
里
は
づ
れ
ま
で
廣
足
を
見
送
っ
た
︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
三
三
一
頁
︶︒
廣
足
は
大
坂
よ
り
長
崎
へ
帰
路
の
途
中
の
同
年
一
〇
月
四
日
に
も
︑
相
賀
家
を
訪
れ
て
い
る
︒﹁
四
日
︒
夜
明
て
小
田
の
や
ど
り
を
い
づ
︒
武
雄
に
て
相
賀
照
忠
を
と
ふ
︒
峯家所蔵の中島廣足書簡
多 久 島 澄 子
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酒
さ
か
な
と
り
ま
か
な
ひ
︑
こ
よ
ひ
は
こ
ゝ
に
と
い
ふ
め
れ
ど
行
さ
き
い
そ
が
る
れ
ば
︑
し
ば
し
の
み
か
は
し
て
し
ひ
て
立
出
ぬ
︒﹂︵﹃
前
書
﹄
上
巻
三
六
九
頁
︶︒
㈧
大
坂
の
地
図
︵
別
表
２
目
録
︶
時
計
回
り
に
か
ら
ま
で
番
号
を
付
し
解
26
1
7
読
し
た
な
に
は
ば
し
︵
難
波
橋
︶
1
す
ゝ
ミ
船
た
く
さ
ん
也
︵
涼
み
船
︶
2
北
浜
一
丁
目
さ
か
い
筋
也
︵
堺
筋
︶
3
橿
園
と
う
り
う
所
の
火
の
ミ
也
4
中
の
し
ま
の
は
な
5
な
べ
し
ま
の
は
ま
也
6
茶
ミ
セ
た
く
さ
ん
白
ゆ
も
し
な
と
の
で
る
所
な
り
︵
白
湯
文
字
＝
売
女
︶
ス
ヽ
ミ
ふ
ね
︵
涼
み
船
︶
7
右
㈧
は
︑
大
坂
の
橿
園
社
を
示
し
た
廣
足
手
書
き
の
地
図
と
思
わ
れ
る
︒
残
念
な
が
ら
︑
原
本
の
代
わ
り
に
複
写
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た
︒
複
写
物
の
様
子
か
ら
平
成
一
〇
年
代
後
半
に
原
本
と
す
り
替
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
﹁
涼
み
船
た
く
さ
ん
﹂︑﹁
白
ゆ
も
じ
な
ど
の
出
る
所
﹂
な
ど
と
砕
け
た
記
述
か
ら
は
︑
廣
足
の
静
軒
へ
の
親
近
感
が
想
起
さ
れ
る
︒
大
坂
へ
移
転
し
た
安
政
五
年
の
夏
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
㈨
︵
別
表
２
目
録
︶
33
多 久 島 澄 子
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九
1
6
5
2
34
7
二
月
の
十
一
日
の
夜
と
其
明
の
十
二
日
の
夜
と
二
夜
夢
に
橿
園
大
人
を
見
ま
ひ
ら
せ
て
あ
け
暮
に
思
ひ
や
れ
ハ
や
玉
櫛
笥
ふ
た
夜
も
君
か
夢
に
ミ
ゆ
ら
ん
右
㈨
は
︑
静
軒
と
廣
足
の
関
係
峯
を
表
す
も
の
と
し
て
挙
げ
た
︒
筆
跡
と
内
容
か
ら
静
軒
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
二
夜
続
け
て
廣
足
の
夢
を
見
た
静
軒
が
︑
一
首
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
嘉
永
七
年
三
月
に
初
め
て
静
軒
宅
を
訪
れ
る
予
定
の
廣
足
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
静
軒
が
︑
二
月
一
一
日
と
翌
一
二
日
と
立
て
続
け
に
廣
足
︵
橿
園
大
人
︶
の
夢
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
︒
㈩
橿
園
︵
廣
足
︶
と
光
鎮
の
和
歌
め
つ
ら
し
き
君
に
あ
は
む
と
は
る
か
な
る
浦
わ
え
山
ち
た
と
り
こ
し
は
や
橿
園
ふ
り
は
へ
て
き
の
ふ
と
は
む
と
お
も
ひ
し
を
あ
め
に
さ
は
り
て
よ
そ
に
く
ら
し
つ
光
鎮
有
田
久
富
氏
に
あ
り
︵
封
筒
表
︶
︱
不
孤
︱
二
六
︱
久
富
不
孤
清
風
︵
喬
︶
静
軒
右
㈩
の
資
料
は
久
富
不
孤
と
朱
で
囲
ん
だ
封
筒
に
収
め
て
あ
っ
た
︒
和
歌
の
内
容
か
ら
は
︑
中
島
廣
足
と
藤
村
光
鎮
が
嘉
永
七
年
三
月
六
日
︑
有
田
皿
山
の
久
富
家
を
訪
れ
た
と
き
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒
廣
足
の
﹃
佐
嘉
日
記
﹄
か
ら
具
体
的
な
状
況
を
み
て
み
る
と
︑
同
年
三
月
四
日
︑
長
崎
を
出
発
し
た
廣
足
は
古
賀
の
里
の
福
瑞
寺
で
光
鎮
と
待
ち
合
わ
せ
合
流
し
て
旅
路
を
進
ん
だ
︒
五
日
は
大
村
の
松
原
で
宿
泊
︒
六
日
は
彼
杵
か
ら
強
風
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
川
棚
か
ら
波
佐
見
に
入
る
が
︑
風
雨
が
激
し
く
な
り
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
︒
し
ば
し
雨
宿
り
す
る
う
ち
に
雨
が
止
ん
だ
の
で
︑
増
水
し
た
川
を
と
に
か
く
渡
り
︑
申
の
時
ば
か
り
︵
午
後
四
時
頃
︶
に
漸
く
有
田
の
里
の
ひ
さ
と
み
久
富
某
の
家
に
着
い
た
︒
有
田
で
は
こ
こ
久
富
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
は
︑
予
て
決
め
て
い
た
と
あ
り
︑
翌
七
日
の
朝
︑
廣
足
は
つ
く作
い
で
井
手
の
峯
喬
︵
静
軒
︶
に
有
田
到
着
の
知
ら
せ
の
手
紙
を
出
し
た
︒
静
軒
は
七
日
の
夜
に
久
富
家
を
訪
れ
︑
廣
足
と
酒
を
飲
み
か
わ
し
久
富
家
に
同
宿
し
た
︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
三
一
七
頁
︶︒
廣
足
が
嘉
永
七
年
三
月
六
・
七
日
に
宿
泊
し
た
有
田
の
久
富
某
の
家
と
は
︑
資
料
㈩
が
収
め
ら
れ
て
い
た
封
筒
か
ら
推
察
し
て
︑
久
富
よ與
じ次
べ
え
兵
衛
ま
さ昌
つ
ね常
︵
橘
斎
︶
の
家
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
︒
お
そ
ら
く
は
︑
久
富
ふ
こ
不
孤
︵
す
え
く
ろ
う
季
九
郎
︶
の
代
に
な
っ
て
峯
家
へ
譲
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
池
田
賢
士
郎
氏
は
︑
廣
足
が
有
田
で
泊
っ
た
久
富
某
の
陶
商
久
富
與
次
兵
衛
昌
常
邸
で
︑
あ
る
じ
の
子
と
は
そ
の
子
ま
さ昌
や
す保
だ
と
思
わ
れ
る
と
言
っ
た
う
え
で
︑﹁
父
の
昌
常
は
文
政
一
一
年
︵
一
八
二
八
︶
の
大
火
で
壊
滅
し
た
有
田
を
︑
藩
許
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
再
開
で
復
興
さ
せ
た
同
地
の
有
名
人
で
﹂︑﹁
父
子
と
も
な
か
な
か
の
教
養
人
で
︑
昌
常
は
蔵
春
亭
橘
斎
︑
昌
保
は
笑
々
庵
山
畝
と
号
し
︑
京
都
の
は
な花
の
も
と本
俳
諧
を
有
田
に
移
植
し
た
人
た
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
﹂︵﹃
武
雄
の
歌
人
相
賀
照
忠
﹄
三
二
頁
︶︒
久
富
家
は
藩
主
か
ら
﹁
ぞ
う蔵
し
ゅ
ん
て
い
春
亭
﹂
の
屋
号
を
頂
戴
し
た
有
田
皿
山
の
有
力
商
家
で
︑
長
崎
大
村
町
に
天
保
一
三
年
︑
支
店
を
置
く
こ
と
を
藩
に
許
可
さ
れ
て
い
る
︵﹃
久
富
不
孤
峯家所蔵の中島廣足書簡
多 久 島 澄 子
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翁
を
想
ふ
﹄・﹃
仁
露
滴
滴
﹄︶︒
左
に
久
富
家
の
系
図
を
書
く
︒
久
富
季
九
郎
︵
不
孤
︶
の
実
父
金
ヶ
江
利
平
鎮
道
は
︑
静
守
と
号
し
和
歌
を
よ
く
し
た
︒
そ
の
師
は
小
城
藩
の
柴
田
花
守
で
あ
っ
た
︒
金
ヶ
江
利
平
鎮
道
は
幼
名
廸
四
郎
と
言
い
︑
正
司
庄
治
敬
祺
︵
碩
溪
︶
の
四
男
で
︑
正
司
碩
溪
は
﹃
倹
法
富
強
録
﹄︵
天
保
三
年
︶
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
︒
正
司
家
は
現
島
根
県
広
瀬
町
に
住
し
た
尼
子
氏
を
祖
と
し
︑
延
宝
七
年
以
後
有
田
に
移
り
庄
司
姓
は
正
司
姓
と
な
っ
た
︵﹃
久
富
不
孤
翁
を
想
ふ
﹄
一
一
～
一
三
頁
︶︒
久
富
與
平
昌
起
の
妻
の
父
親
川
原
善
之
助
は
︑
峯
静
軒
が
二
男
源
次
郎
の
寄
親
に
と
頼
ん
だ
人
物
で
あ
る
︵﹃
研
究
紀
要
﹄
一
〇
号
五
二
頁
︑﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
文
久
二
年
七
月
三
日
︶︒
久
富
次
兵
衛
昌
常
︵
橘
斎
︶
の
四
男
公
世
︵
号
︑
吾
道
︶
は
︑
吉
田
皿
山
︵
現
嬉
野
市
吉
田
︶
の
中
村
家
の
養
子
と
な
っ
た
︒
佐
賀
藩
着
座
伊
東
次
兵
衛
は
宗
徧
流
の
茶
人
で
知
足
庵
の
名
で
茶
に
親
し
ん
で
い
る
が
︑
伊
東
次
兵
衛
の
出
張
日
記
嘉
永
四
年
一
二
月
一
四
日
︑
同
年
同
月
一
八
日
の
長
崎
に
お
け
る
茶
会
に
中
村
吾
道
も
同
席
し
て
い
る
︒
安
政
四
年
七
月
二
六
日
に
は
呼
び
寄
せ
て
風
邪
薬
を
投
薬
し
て
も
ら
い
︑
安
政
五
年
六
月
二
一
日
に
も
投
薬
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
中
村
吾
道
は
︑
伊
東
次
兵
衛
の
長
崎
出
張
の
折
の
︑
か
か
り
つ
け
医
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
篇
第
一
巻
︶︒
安
政
三
年
一
〇
一
〇
日
︑
静
軒
は
久
富
橘
斎
を
訪
問
︑
翌
四
年
一
〇
月
一
八
日
に
は
橘
斎
が
静
軒
宅
を
訪
問
し
︑
二
〇
日
に
は
近
く
の
佐
賀
藩
精
錬
方
が
建
て
た
白
幡
鉄
山
に
案
内
し
見
物
し
て
い
る
︒
慶
応
元
年
四
月
二
六
日
︑
静
軒
と
源
次
郎
は
有
田
久
富
家
に
泊
り
︑
山
畝
氏
と
正
司
勘
一
氏
と
談
話
︒
同
年
八
月
二
〇
日
は
︑
静
軒
の
病
が
篤
く
な
り
久
富
家
か
ら
一
家
を
挙
げ
て
見
舞
い
︑
同
九
月
一
六
日
静
軒
の
初
七
日
に
は
弔
問
に
訪
れ
て
い
る
︒
明
治
一
〇
年
一
〇
月
六
日
︑
東
京
か
ら
一
時
帰
郷
中
の
源
次
郎
は
︑
久
富
山
畝
を
往
診
し
て
い
る
︵﹁
峯
源
次
郎
日
歴
﹂︶︒
多 久 島 澄 子
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久
富
家
系
図
︵﹃
久
富
不
孤
翁
を
想
ふ
﹄・﹃
仁
露
滴
滴
﹄
か
ら
作
成
︶
與
次
兵
衛
昌
常
︵
橘
斎
︶
與
次
兵
衛
昌
保
︵
山
畝
︶
與
平
昌
起
︵
子
藻
︶
文
久
元
年
７
月
日
卒
10
明
治
年
６
月
卒
歳
11
67
明
治
４
年
６
月
日
卒
歳
21
40
季
九
郎
︵
不
孤
︶
二
六
︵
季
九
郎
の
二
男
︶
文
久
２
年
７
月
日
～
昭
和
年
４
月
５
日
卒
歳
16
13
76
明
治
年
月
日
～
昭
和
年
月
５
日
卒
歳
26
10
11
27
11
59
久
富
與
次
兵
衛
久
富
與
次
兵
衛
昌
常
︵
橘
斎
︶
久
富
與
次
兵
衛
昌
保
︵
山
畝
︶
長
右
衛
門
昌
宣
林
助
公
世
嬉
野
吉
田
の
中
村
家
を
継
ぐ
吾
道
と
号
す
龍
圓
瓊
︵
夭
折
︶
ト
ク
︵
副
島
喜
左
衛
門
の
妻
︶
タ
ミ
︵
金
ヶ
江
利
平
鎮
道
の
妻
︶
與
平
昌
起
︵
長
兄
昌
保
の
准
養
子
と
な
る
︶
庶
子
ミ
ツ
︵
伊
万
里
俵
屋
へ
嫁
す
︶
〃
ユ
ウ
︵
南
里
平
一
の
妻
︶
〃
易
之
助
︵
與
平
昌
起
の
准
養
子
と
な
る
︶
〃
ト
モ
︵
長
右
衛
門
昌
宣
の
養
子
と
な
る
︶
久
富
季
九
郎
︵
実
は
金
ヶ
江
利
平
鎮
道
の
三
男
︑
大
叔
父
喜
作
を
継
い
で
い
た
が
一
族
よ
り
宗
家
を
継
ぐ
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
︶
久
富
與
平
昌
起
︵
子
藻
︶
妻
み
ん
︵
川
原
善
之
助
の
長
女
︶
易
之
助
夭
折
三
保
助
︵
公
世
の
四
男
が
准
養
子
と
な
る
︶
女
正
司
儀
七
郎
の
妻
儀
右
衛
門
昌
利
有
田
村
前
田
家
喜
作
女
金
ヶ
江
徳
兵
衛
有
隣
の
妻
右
の
こ
と
か
ら
︑
資
料
㈩
に
つ
い
て
は
久
富
不
孤
所
蔵
で
あ
っ
た
も
の
が
︑
い
つ
の
頃
か
︑
久
富
家
か
ら
峯
家
に
移
譲
さ
れ
た
と
考
え
る
︒
慶
応
元
年
閏
五
月
四
日
︑
中
村
吾
道
は
︑
峯
源
次
郎
等
有
田
郷
の
若
手
医
師
を
招
集
し
て
好
生
館
出
題
の
三
問
題
を
示
し
た
︒
同
月
一
四
日
︑
回
答
書
を
吾
道
に
持
参
し
提
出
し
て
い
る
︒
源
次
郎
が
長
崎
留
学
の
折
に
は
長
崎
の
久
富
家
を
訪
問
し
て
い
る
︒
元
治
元
年
の
源
次
郎
長
崎
留
学
︑
一
〇
月
二
四
日
の
条
に
︑
源
次
郎
は
久
富
與
平
と
養
生
所
を
訪
れ
︑
水
町
三
省
・
相
良
知
安
・
江
口
梅
亭
と
面
会
し
︑
そ
の
後
一
二
月
一
八
日
ま
で
︑
養
生
所
治
療
の
見
学
に
通
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
久
富
與
平
の
口
利
き
に
よ
り
養
生
所
の
臨
床
治
療
見
学
が
許
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
蔵
春
亭
久
富
家
は
そ
れ
だ
け
の
力
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
源
次
郎
は
そ
の
後
も
長
崎
大
村
町
の
久
富
家
を
訪
れ
て
い
る
︒
長
崎
港
経
由
で
の
上
京
・
帰
郷
の
折
は
長
崎
の
久
富
家
を
訪
れ
︑
大
蔵
省
勤
務
を
辞
し
帰
郷
し
た
源
次
郎
は
︑
明
治
二
四
年
一
二
月
一
一
日
︑
有
田
の
久
富
氏
を
訪
問
し
て
い
る
︒
多
分
帰
郷
の
あ
い
さ
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

松
蔭
の
屋
の
詞
松
蔭
の
屋
の
詞
峯
喬
翁
は
︑
其
す
み
か
の
う
し
ろ
に
︑
國
み
山
と
て
︑
い
と
た
か
き
峯
あ
る
に
︑
い
と
よ
く
打
あ
ひ
た
る
名
な
る
べ
し
︒
其
里
を
︑
中
里
村
と
い
へ
る
は
︑
其
前
に
有
田
川
と
て
︑
い
と
お
ほ
き
な
る
川
あ
る
其
山
と
川
と
の
中
な
る
里
と
︑
い
ふ
意
に
︑
よ
く
か
な
ひ
ぬ
べ
し
︒
其
す
み
か
を
︑
松
か
げ
の
屋
と
い
へ
る
は
︑
も
と
よ
り
い
と
多
く
︑
う
ゑ
お
ほ
さ
れ
た
る
庭
の
松
に
︑
よ
れ
る
に
て
︑
と
こ
し
へ
に
︑
其
か
げ
に
︑
か
く
れ
す
む
べ
き
心
な
り
け
り
︒
さ
る
は
松
の
木
の
︑
ち
と
せ
萬
世
に
︑
さ
か
え
て
︑
深
み
ど
り
の
あ
す
る
時
な
く
︑
い
と
も
め
で
た
き
木
な
る
事
は
︑
い
に
し
へ
よ
り
︑
か
ら
も
や
ま
と
も
︑
歌
に
文
に
︑
た
ゝ
へ
あ
げ
て
︑
今
更
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
物
か
ら
︑
此
蔭
に
す
み
て
︑
さ
や
け
き
風
の
お
と
に
︑
世
の
ち
り
を
は
ら
ひ
︑
常
の
心
を
す
ま
し
︑
又
こ
の
め
る
わ
ざ
と
て
︑
笛
ふ
き
す
さ
び
︑
琴
か
き
な
ら
し
︑
其
し
ら
べ
に
あ
は
せ
つ
ゝ
︑
盃
を
さ
ゝ
げ
て
︑
お
も
ふ
事
ど
も
︑
う
た
ひ
出
ら
る
ゝ
は
︑
や
が
て
四
の
友
あ
る
身
に
し
て
︑
い
か
に
た
の
し
き
事
な
ら
む
︑
と
ぞ
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
︒
し
か
の
み
な
ら
ず
︑
清
峯家所蔵の中島廣足書簡
多 久 島 澄 子
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峯家の松園社
き
し
み
づ
を
庭
に
な
が
し
︑
花
紅
葉
を
︑
う
ゑ
ま
じ
へ
て
︑
四
時
の
心
や
り
ぐ
さ
と
し
︑
齢
を
の
ば
へ
む
た
よ
り
と
︑
せ
ら
る
ゝ
は
︑
か
の
十
が
へ
り
の
花
は
さ
ら
に
て
︑
落
た
る
露
の
︑
玉
と
な
り
出
む
世
を
も
︑
か
な
ら
ず
恃
み
る
べ
き
す
み
か
に
な
む
有
け
る
︒
か
れ
其
屋
の
詞
を
と
︑
こ
は
る
ゝ
に
︑
た
ゞ
打
お
も
ふ
ま
ゝ
を
か
く
な
む
︒
嘉
永
の
七
と
せ
と
い
ふ
年
の
︑
霜
月
の
な
か
ば
に
し
る
す
︒
︵﹃
中
島
廣
足
全
集
﹄
第
一
篇
︑
橿
園
文
集
拾
遺
︵
草
稿
︶︑
松
蔭
の
屋
の
詞
︑
三
六
九
頁
︶
前
頁
の
写
真
は
峯
家
に
現
存
す
る
松
園
社
で
あ
る
︒
静
軒
の
二
男
源
次
郎
の
日
暦
︑
安
政
四
年
四
月
七
日
に
︑﹁
開
宴
家
園
盖
日
子
初
子
而
以
松
園
社
祭
日
也
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
︑
静
軒
は
︑
四
月
最
初
の
子
の
日
を
松
園
社
の
祭
日
と
し
︑
友
人
等
を
呼
ん
で
祭
祀
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
昭
和
四
二
年
七
月
の
大
水
害
後
︑
有
田
川
の
川
幅
拡
張
の
た
め
に
用
地
を
提
供
し
た
た
め
に
︑
庭
が
狭
く
な
り
以
前
の
鬱
蒼
と
し
た
樹
木
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
︑
大
人
数
を
収
容
し
た
家
屋
も
︑
食
器
や
膳
も
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︵
峯
直
之
氏
談
︶︒
右

の
﹁
松
蔭
の
屋
の
詞
﹂
は
︑
額
装
し
て
松
園
社
を
臨
む
現
峯
家
の
部
屋
に
懸
け
て
あ
っ
た
︒
お
そ
ら
く
は
嘉
永
七
年
一
二
月
か
ら
峯
家
の
旧
座
敷
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
嘉
永
七
年
三
月
峯
家
を
訪
れ
た
廣
足
は
︑
家
の
周
り
の
景
色
︑
そ
れ
に
と
も
な
う
村
名
の
成
り
立
ち
︑
峯
家
の
松
の
木
が
茂
る
庭
の
様
子
︑
静
軒
の
趣
味
の
笛
や
筝
に
及
び
書
き
連
ね
て
い
る
︒
静
軒
の
喜
び
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
﹃
佐
嘉
日
記
﹄
の
嘉
永
七
年
三
月
八
日
か
ら
一
五
日
ま
で
を
読
む
と
︑
こ
の
作
品
の
由
縁
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
︑
解
説
を
入
れ
つ
つ
次
に
書
く
︒
八
日
︑
久
富
家
近
く
の
﹁
猿
川
と
い
ひ
て
︑
い
と
を
か
し
き
谷
か
げ
﹂
を
見
物
し
︑
昼
頃
有
田
を
出
発
︑
ほ
か外
お尾
宿
︑
お
お
き
大
木
村
︑
と
う唐
せ
ん船
城
跡
︑
な
が
い
で
長
井
手
を
経
て
有
田
よ
り
二
里
︵
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
程
の
作
井
手
村
の
喬
の
住
居
に
着
い
た
︒
家
の
様
子
は
﹁
庭
の
や
り
水
い
と
を
か
し
く
せ
き
い
れ
な
が
し
た
り
﹂︒
九
日
︑
喬
の
家
の
う
し
ろ
︑
北
南
に
連
な
る
山
の
中
に
︑
一
番
高
き
を
国
見
山
と
い
う
と
聞
き
︑﹁
い
か
で
の
ぼ
り
て
国
見
し
て
が
な
﹂
と
廣
足
が
言
う
と
︑
喬
が
﹁
さ
ら
ば
け
ふ
も
の
せ
ん
︑
家
人
を
み
な
と
も
な
ふ
べ
し
﹂
と
国
見
山
登
山
を
思
い
立
ち
︑
登
り
い
く
と
梅
の
花
が
今
し
も
咲
き
だ
し
︑
し
き
み
の
花
も
こ
こ
か
し
こ
に
咲
く
︑
う
ぐ
い
す
も
鳴
く
中
を
頂
上
に
着
こ
う
と
い
う
と
き
︑
雨
が
降
っ
て
き
て
︑
難
渋
し
つ
つ
山
を
下
る
十
日
︑﹁
雨
ふ
り
風
ふ
け
ば
︑
家
に
あ
り
て
歌
よ
む
﹂
と
あ
り
︑﹁
早
蕨
﹂
で
三
首
︑
﹁
柳
臨
池
水
﹂
で
二
首
︑﹁
雨
中
花
﹂
で
三
首
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
十
一
日
︑
晴
れ
た
の
で
喬
の
家
の
前
の
こ
し腰
だ
け岳
へ
登
山
︒
昨
日
の
山
よ
り
は
低
い
が
︑
と
ぎ
つ
時
津
の
海
︑
長
崎
の
山
々
ま
で
見
え
︑
う
ら
ら
か
な
う
ち
に
酒
を
飲
み
︑
和
歌
を
つ
く
る
︒
伊
万
里
の
里
に
下
り
こ
う香
き
つ橘
神
社
の
岸
の
大
き
な
桜
の
木
が
﹁
今
を
盛
に
に
ほ
ひ
み
ち
﹂
て
い
た
︒
そ
の
木
に
登
り
遊
ぶ
童
ど
も
に
一
枝
乞
う
て
一
首
つ
く
る
︒
十
二
日
︑
牧
山
︵
鍋
島
藩
牧
場
︶
へ
行
く
︒﹁
こ
よ
ひ
も
酒
の
み
あ
そ
ぶ
︒
光
鎮
笛
ふ
け
ば
︑
喬
さ
う
の
琴
ひ
く
︒
あ
す
た
ち
出
む
の
あ
ら
ま
し
な
る
に
︑
か
た
み
に
お
も
ふ
事
ど
も
を
い
ふ
﹂
と
廣
足
と
喬
は
お
互
い
に
和
歌
を
詠
ん
だ
︒
な
さ
け
あ
る
あ
る
じ
ゆ
ゑ
に
は
お
き
ふ
し
も
さ
ら
に
旅
ね
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
せ
ぬ
年
ご
と
に
花
は
見
し
か
ど
か
く
ば
か
り
心
の
ゆ
き
し
春
は
な
か
り
き
わ
す
れ
め
や
た
か
ね
〳
〵
に
の
ぼ
り
つ
ゝ
と
も
に
見
さ
け
し
四
方
の
国
原
と
廣
足
が
詠
め
ば
︑
喬
が
次
の
二
首
を
詠
み
︑
袖
の
ぬ
れ
し
山
路
の
雨
を
か
た
り
つ
ゝ
も
み
ぢ
葉
分
む
秋
を
こ
そ
ま
て
も
み
ぢ
葉
を
分
む
を
り
し
も
ゝ
ろ
と
も
に
山
路
の
露
に
ま
た
も
ぬ
れ
な
む
こ
れ
に
廣
足
が
二
首
返
し
た
︒
春
雨
の
わ
び
し
か
り
し
を
紅
葉
に
か
た
り
は
る
け
む
秋
を
こ
そ
ま
て
あ
る
じ
だ
に
い
と
は
ざ
り
せ
ば
春
秋
に
か
な
ら
ず
と
は
む
松
蔭
の
や
ど
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廣
足
の
和
歌
は
︑
松
蔭
の
や
ど
と
は
﹁
此
家
の
名
な
り
﹂︑
つ
ま
り
喬
は
松
蔭
の
や
の
主
で
あ
る
こ
と
︑
国
見
山
の
紅
葉
の
頃
に
は
訪
れ
た
い
と
う
っ
た
え
て
い
る
︒
十
三
日
︑﹁
喬
わ
か
れ
を
ゝ
し
み
て
︑
こ
よ
ひ
の
や
ど
り
の
武
雄
の
里
ま
で
お
く
ら
む
と
い
ふ
が
い
と
う
れ
し
く
て
︑
う
ち
つ
れ
て
立
出
し
は
︑
巳
の
時
ば
か
り
﹂
で
︑
嘉
永
七
年
三
月
一
三
日
の
午
前
一
〇
時
頃
︑
廣
足
は
静
軒
の
家
を
出
て
武
雄
の
相
賀
照
忠
家
へ
向
か
っ
た
︒
静
軒
は
一
三
日
・
一
四
日
と
武
雄
に
廣
足
と
同
宿
し
て
別
れ
を
惜
し
み
︑
一
五
日
に
佐
賀
へ
向
か
う
廣
足
と
別
れ
た
︵﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
三
一
七
～
二
〇
頁
︶︒
廣
足
の
峯
家
訪
問
中
︑
国
見
山
登
山
は
︑
廣
足
と
静
軒
に
と
っ
て
︑
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
喬
は
廣
足
に
国
見
山
紅
葉
の
頃
の
再
訪
を
勧
め
︑
廣
足
も
そ
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
︑
三
月
一
二
日
の
記
事
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
廣
足
の
国
見
山
再
訪
は
実
現
し
な
か
っ
た
︒
﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
に
は
有
田
郷
の
松
井
藤
八
︵
後
に
改
称
し
て
善
三
郎
︑
号
松
居
︑︶
の
来
宿
が
安
政
四
年
四
月
三
日
に
記
さ
れ
︑
静
軒
の
国
雅
︵
和
歌
︶
の
友
人
で
あ
る
と
付
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
も
松
井
は
頻
繁
に
静
軒
を
訪
ね
宿
泊
し
︑
慶
応
元
年
八
月
二
五
日
に
は
肝
臓
閉
塞
で
重
篤
な
静
軒
を
見
舞
い
︑
最
期
の
別
れ
を
す
る
︒
こ
の
と
き
︑
柴
田
花
守
と
今
泉
千
秋
が
同
道
し
て
い
る
︒

短
冊
霧
隔
立
ま
よ
ふ
浪
の
う
き
霧
ひ
ま
し
ろ
く
行
舟
見
ゆ
る
や
舟
の
帆
か
け
な
る
ら
む
廣
足
右

の
短
冊
は
︑
峯
家
に
於
い
て
桐
箱
に
一
枚
だ
け
収
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
静
軒
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
︒
四
︑
峯
家
の
他
の
資
料
峯
家
の
資
料
と
し
て
︑
伊
万
里
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
次
の
八
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
︒
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
会
誌
﹃
烏
ん
枕
﹄
四
一
号
に
︑
当
時
の
館
長
犬
山
国
博
氏
が
︑
昭
和
六
三
年
に
峯
道
子
氏
よ
り
次
の
八
冊
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
た
記
事
か
ら
︑
平
成
二
七
年
三
月
に
調
査
さ
せ
て
も
ら
っ
た
︒
１
﹁
唐
津
路
日
記
﹂
縦
二
七
㎝
×
横
一
九
㎝
︑
二
九
丁
︑
文
久
元
年
の
夏
松
か
け
の
屋
の
あ
る
し
喬
２
﹁
平
戸
日
記
﹂
縦
二
六
㎝
×
横
一
七
・
五
㎝
︑
一
九
丁
天
保
八
年
の
酉
の
春
松
か
け
の
屋
の
主
喬
３
﹁
歌
文
松
の
落
葉
﹂
喬
縦
二
五
㎝
×
横
一
七
㎝
︑
一
一
五
丁
４
﹁
松
の
下
葉
﹂
喬
上
縦
二
九
・
二
㎝
×
横
二
二
㎝
︑
三
二
丁
５
﹁
や
ど
の
す
さ
び
﹂
喬
縦
二
九
㎝
×
横
二
二
㎝
︑
二
〇
丁
６
﹁
春
立
ち
け
る
日
よ
め
る
﹂
縦
二
七
・
五
㎝
×
横
一
九
㎝
︑
四
五
丁
７
﹁
て
に
を
は
初
門
聞
書
﹂
縦
二
六
・
五
㎝
×
横
一
八
・
五
㎝
︑
二
七
丁
峰
氏
蔵
８
﹁
景
樹
判
光
輔
自
歌
合
写
﹂
縦
二
四
・
五
㎝
×
横
一
七
㎝
︑
二
五
丁
︑
峰
栄
蔵
書
右
の
１
か
ら
５
ま
で
は
︑
表
紙
の
﹁
喬
﹂
や
最
後
の
頁
に
書
き
込
ん
だ
﹁
松
か
け
の
屋
の
主
﹂
か
ら
峯
静
軒
の
著
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
６
に
つ
い
て
は
不
明
︑
７
・
８
に
つ
い
て
は
写
本
で
あ
り
︑
８
は
静
軒
の
二
男
栄
︵
源
次
郎
︶
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
峯家所蔵の中島廣足書簡
多 久 島 澄 子
75
と
が
わ
か
る
︒
１
に
つ
い
て
は
︑﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
か
ら
安
政
五
年
九
月
静
軒
宅
を
訪
れ
た
長
崎
の
馬
田
永
成
︵
長
崎
会
所
吟
味
役
︶
を
案
内
し
て
唐
津
に
遊
ん
だ
九
月
二
五
日
か
ら
始
ま
る
︒
唐
津
路
に
は
峯
家
の
大
祖
源
久
か
ら
裔
披
の
居
城
岸
岳
城
あ
り
︑
名
に
し
負
う
万
葉
か
ら
の
松
浦
川
あ
り
解
説
に
い
と
ま
も
あ
ら
ず
︑
記
紀
や
神
功
紀
︑
松
浦
鑑
︑
天
文
一
二
年
の
宣
旨
ま
で
持
ち
出
し
て
の
記
述
な
の
で
あ
る
︒
安
政
六
年
冬
に
喬
の
署
名
を
な
し
て
一
旦
筆
を
止
め
て
い
る
が
︑
そ
の
後
︑
甥
の
徳
久
龍
助
を
供
に
︑
文
久
元
年
四
月
二
一
日
再
度
唐
津
へ
向
か
い
︑
同
月
二
九
日
ま
で
の
旅
行
記
を
﹁
唐
津
路
日
記
の
二
編
﹂
と
し
て
七
枚
書
き
足
し
﹁
文
久
元
年
の
夏
松
か
け
の
屋
の
あ
る
し
喬
﹂
と
署
名
し
て
い
る
︒
２
は
︑
草
場
佩
川
の
日
記
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
西
岡
仲
厚
︵
現
有
田
町
山
谷
在
住
︶
と
佩
川
の
義
弟
鶴
田
仲
斌
と
峯
静
軒
の
三
人
が
︑
国
見
山
を
越
え
平
戸
へ
鯨
漁
の
見
学
に
行
っ
た
旅
行
記
で
あ
る
︒
天
保
八
年
︑
静
軒
は
四
七
歳
︑
鶴
田
は
三
八
歳
で
あ
っ
た
︒
末
尾
に
草
場
佩
川
︑
谷
口
藍
田
︑
前
田
万
里
が
一
文
を
寄
せ
て
い
る
︒﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
に
は
静
軒
が
西
岡
仲
厚
と
前
田
万
里
と
特
に
仲
が
良
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒
多
久
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
草
場
家
文
書
﹁
萬
里
遺
稿
完
﹂
に
︑
静
軒
は
一
文
を
寄
せ
て
い
る
︒
他
に
は
柴
田
花
守
︑
草
場
佩
川
︑
今
泉
千
秋
武
富
圯
南
︒
３
は
︑
表
紙
左
上
に
﹁
歌
文
松
の
落
葉
﹂︑
右
下
隅
に
﹁
喬
﹂︑
表
紙
裏
に
は
﹁
懐
紙
墨
漬
﹂︑﹁
わ
が
宿
の
木
末
ハ
か
り
と
ミ
し
程
ニ
四
も
の
山
さ
へ
ニ
春
ハ
来
ニ
け
り
﹂︑
﹁
天
照
皇
大
神
動
き
な
き
こ
ゝ
ろ
岩
ね
の
宮
柱
身
を
立
る
世
の
た
め
し
な
ら
す
や
﹂︑
﹁
八
幡
大
神
石
清
水
今
も
流
れ
の
末
絶
ん
濁
り
な
き
世
の
君
守
る
ら
し
﹂︑
﹁
春
日
大
明
神
忍
ひ
こ
し
昔
を
今
に
三
笠
山
の
と
け
か
る
へ
き
天
の
下
か
な
﹂
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
４
は
︑
表
紙
中
央
に
﹁
松
の
下
葉
﹂︑
左
下
隅
に
﹁
喬
上
﹂︑
表
紙
の
裏
に
は
﹁
二
巻
の
内
﹂
と
書
か
れ
︑
巻
頭
に
﹁
友
な
く
て
さ
ひ
し
き
や
と
の
手
す
さ
ひ
に
ひ
ろ
ひ
し
松
の
し
た
は
也
け
り
喬
﹂
と
あ
り
︑
巻
末
に
︑﹁
此
歌
合
め
く
二
巻
は
︑
安
政
二
年
五
月
︑
長
崎
ニ
物
し
は
る
折
︑
つ
れ
〳
〵
の
な
く
さ
み
と
て
己
か
ゑ
せ
歌
字
を
つ
か
ひ
た
る
に
な
し
あ
れ
ば
︑
人
に
見
す
へ
き
物
ニ
ハ
あ
ら
す
な
ん
︑
判
ハ
師
な
る
橿
園
大
人
松
蔭
の
屋
の
あ
る
し
し
る
す
﹂
と
あ
る
︒
５
は
︑
表
紙
中
央
に
﹁
や
と
の
す
さ
ひ
﹂︑
左
下
隅
に
﹁
喬
﹂︑
表
紙
裏
に
﹁
二
巻
の
内
﹂
と
書
か
れ
︑
巻
頭
に
﹁
お
の
が
う
た
を
お
の
が
つ
が
ひ
て
く
ら
ぶ
る
は
友
な
き
宿
の
す
さ
び
な
り
け
り
喬
﹂
と
あ
る
︒
６
は
︑
作
者
不
詳
︑
巻
頭
に
﹁
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
﹂︑﹁
そ
て
ひ
ち
て
し
水
の
こ
ふ
れ
る
を
春
た
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん
﹂
と
記
す
︒
７
は
︑
助
詞
の
用
法
の
解
説
書
の
写
本
と
思
わ
れ
る
が
︑
詳
細
は
不
明
︑
裏
表
紙
に
﹁
峰
氏
蔵
﹂
と
書
き
込
ん
で
あ
る
︒
８
は
︑
表
紙
の
書
名
か
ら
︑
香
川
景
樹
と
近
藤
光
輔
の
歌
合
の
写
本
で
あ
ろ
う
︒
左
右
に
別
れ
︑
一
番
か
ら
一
八
番
ま
で
和
歌
が
提
示
さ
れ
批
評
が
書
か
れ
て
い
る
︒
最
後
の
頁
に
﹁
峰
栄
蔵
書
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
静
軒
の
二
男
峯
源
次
郎
栄
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
お
わ
り
に
峯
家
文
書
の
﹁
峯
源
次
郎
日
歴
﹂
三
〇
冊
を
読
み
始
め
て
︑
源
次
郎
︵
栄
︶
の
父
親
静
軒
︵
喬
︶
の
学
識
の
深
さ
︑
谷
口
藍
田
を
も
虜
に
し
た
静
軒
の
仁
者
の
風
格
は
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
︒
源
次
郎
を
知
る
に
は
彼
を
出
現
さ
せ
た
峯
家
や
当
時
の
周
辺
の
歴
史
を
知
悉
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
遠
大
な
こ
と
で
︑
眼
前
の
源
次
郎
研
究
に
終
始
し
て
い
た
が
︑
白
石
良
夫
氏
の
﹁
佐
賀
藩
和
学
覚
多 久 島 澄 子
76
書
︱
地
域
和
学
史
年
表
を
構
想
し
て
︱
﹂
を
読
ん
で
︑
静
軒
と
廣
足
の
未
発
表
文
書
を
出
せ
ば
︑
少
し
は
﹁
佐
賀
藩
有
田
郷
の
和
学
史
﹂
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
始
め
た
︒
困
難
な
思
い
立
ち
で
は
あ
っ
た
が
︑
協
力
者
を
得
て
︑
静
軒
と
廣
足
の
書
簡
を
中
心
に
翻
刻
し
発
表
し
た
次
第
で
あ
る
︒
静
軒
の
年
譜
の
詳
細
を
書
上
げ
る
に
は
資
料
不
足
の
た
め
︑
静
軒
が
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
廣
足
と
知
り
合
っ
た
の
か
今
の
と
こ
ろ
確
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
二
の
㈩
で
述
べ
た
よ
う
に
﹁
久
富
不
孤
の
父
親
金
ヶ
江
利
平
は
︑
静
守
と
号
し
和
歌
の
師
は
柴
田
花
守
で
あ
っ
た
﹂︑﹁
前
田
萬
里
の
遺
稿
集
に
柴
田
花
守
と
並
び
静
軒
も
一
文
を
寄
せ
て
い
る
﹂︑﹁
柴
田
花
守
は
静
軒
危
篤
の
折
に
今
泉
千
秋
・
松
井
善
三
郎
と
共
に
最
期
の
別
れ
に
来
て
い
る
﹂
こ
と
か
ら
︑
柴
田
花
守
を
介
し
て
中
島
廣
足
と
知
り
合
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
た
だ
︑
廣
足
か
ら
贈
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
﹃
片
糸
﹄﹃
佐
嘉
日
記
﹄
を
は
じ
め
と
す
る
廣
足
の
刊
本
が
︑
峯
家
文
書
に
は
発
見
で
き
な
い
︒
岡
中
正
行
氏
は
﹃
中
島
広
足
の
研
究
﹄
上
巻
に
︑
峯
家
文
書
か
ら
嘉
永
七
年
七
月
・
安
政
二
年
四
月
・
同
一
〇
月
・
同
一
一
月
・
安
政
三
年
春
・
同
七
月
・
安
政
四
年
一
〇
月
・
安
政
五
年
二
月
の
計
八
通
の
書
簡
を
採
用
し
て
お
ら
れ
る
︒
筆
者
は
書
簡
を
主
に
岡
中
氏
が
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
な
い
も
の
を
今
回
紹
介
し
︑
表
２
に
多
久
島
発
表
分
と
岡
中
氏
既
発
表
分
を
表
現
し
た
︒
今
回
筆
者
が
推
定
で
き
た
の
は
︑
嘉
永
五
年
か
ら
文
久
元
年
一
〇
月
ま
で
の
一
一
点
で
︑
写
真
を
多
用
し
て
紹
介
し
た
︒
特
に
写
真
㈩
は
︑
嘉
永
七
年
三
月
︑
静
軒
宅
を
訪
問
し
た
廣
足
が
そ
の
年
の
一
一
月
に
﹁
松
蔭
の
屋
の
詞
﹂
を
書
上
げ
︑
静
軒
︵
松
か
げ
の
屋
の
あ
る
じ
︶
に
贈
り
︑
そ
れ
が
額
装
さ
れ
︑
百
六
十
年
間
峯
家
松
園
社
祠
を
臨
む
部
屋
に
︑
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
﹁
四
峯
家
の
他
の
資
料
﹂
の
項
に
掲
げ
た
八
冊
の
稿
本
は
︑
伊
万
里
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
覧
会
に
︑
峯
家
か
ら
出
展
さ
れ
た
も
の
で
︑
そ
の
後
峯
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
る
︒
内
訳
は
静
軒
の
旅
行
記
二
冊
と
歌
稿
集
三
冊
︑
作
者
不
詳
の
歌
稿
集
一
冊
︑
助
詞
用
法
入
門
書
一
冊
︑
香
川
景
樹
と
近
藤
光
輔
の
歌
合
の
写
本
一
冊
で
あ
る
︒
１
か
ら
５
ま
で
の
静
軒
の
著
書
を
解
読
す
る
と
静
軒
の
年
譜
も
充
実
さ
れ
︑
廣
足
と
の
関
係
も
よ
り
解
明
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
︒
吉
良
史
明
氏
の
研
究
に
よ
る
廣
足
の
﹁
長
崎
橿
園
社
姓
名
録
﹂
と
︑
静
軒
二
男
の
﹁
峯
源
次
郎
日
暦
﹂
に
よ
っ
て
︑
廣
足
と
静
軒
の
周
辺
に
関
わ
り
深
い
人
物
が
分
か
っ
て
く
る
︒
こ
の
二
冊
に
︑
共
に
名
前
が
あ
が
る
人
物
は
︑
中
島
廣
行
・
馬
田
永
成
・
藤
村
光
鎮
・
柴
田
花
守
・
諸
隈
好
足
の
五
人
で
あ
る
︒
そ
の
う
ち
藤
村
︑
馬
田
︑
柴
田
は
︑
佐
賀
藩
有
田
郷
中
里
村
作
井
手
の
静
軒
宅
を
訪
れ
て
い
る
︒
静
軒
の
患
者
が
何
故
長
崎
に
多
か
っ
た
の
か
︑
何
故
長
崎
の
有
力
者
ま
で
患
者
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
理
由
は
︑﹁
長
崎
橿
園
社
姓
名
録
﹂
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
き
た
︒
つ
ま
り
廣
足
の
高
弟
藤
村
光
鎮
や
廣
足
の
門
人
で
あ
る
長
崎
会
所
役
人
馬
田
永
成
等
の
紹
介
に
よ
り
︑
長
崎
の
有
力
な
町
役
人
・
通
詞
・
商
人
・
清
国
人
が
︑
静
軒
に
往
診
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
︒
静
軒
の
人
柄
と
技
量
は
︑
長
崎
の
患
者
に
十
分
に
応
え
る
も
の
で
︑
長
崎
の
患
者
は
次
第
に
増
加
し
た
︒
勿
論
廣
足
の
静
軒
に
対
す
る
評
価
信
頼
も
高
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
稿
が
中
島
廣
足
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
各
方
面
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
︒
謝
辞峯
直
之
様
に
は
資
料
の
提
供
・
発
表
に
つ
い
て
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
黒
髪
和
裕
様
・
伊
万
里
市
民
図
書
館
・
伊
万
里
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ご
協
力
に
対
し
︑
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
田
中
道
雄
先
生
に
は
多
大
な
ご
教
示
と
励
ま
し
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
峯家所蔵の中島廣足書簡
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